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(百万円未満切捨て)

１．平成30年９月期第２四半期の業績（平成29年10月１日～平成30年３月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年９月期第２四半期 490 － 84 － 77 － 54 －

29年９月期第２四半期 － － － － － － － －
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年９月期第２四半期 52.87 51.53

29年９月期第２四半期 － －
　

(注) １．平成29年９月期第２四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、平成29年９月期第２四半期
の数値及び平成30年９月期の対前年同四半期増減率を記載しておりません。

２．当社は、平成29年10月５日に東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)へ上場したため、潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益は、新規上場日から当第２四半期会計期間末までの平均株価を期中平均株価とみな
して算出しております。

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年９月期第２四半期 1,766 1,561 88.4

29年９月期 1,130 920 81.4

(参考) 自己資本 30年９月期第２四半期 1,561百万円 29年９月期 920百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年９月期 － 0.00 － 35.00 35.00

30年９月期 － 0.00

30年９月期(予想) － 35.00 35.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　

　

３．平成30年９月期の業績予想（平成29年10月１日～平成30年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,144 0.6 184 △16.5 176 △17.2 103 △25.7 100.18

(注) １． 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

２． 平成30年９月期（予想）の１株当たり当期純利益は、公募株式数（270,000株）及びオーバーアロットメン
トによる売出しに関する第三者割当増資分（79,500株）を含めた予定期中平均株式数により算出しておりま
す。
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年９月期２Ｑ 1,049,170株 29年９月期 669,170株

② 期末自己株式数 30年９月期２Ｑ －株 29年９月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年９月期２Ｑ 1,023,310株 29年９月期２Ｑ －株
　

（注）当社は、第２四半期の業績開示を当事業年度より行っているため、平成29年９月期第２四半期の期中平均株式
数を記載しておりません。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績
予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P．３「１．当四半期
決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策や日銀による金融緩和等により、雇用環境

の改善や、企業収益等の改善が見られ、緩やかな回復基調となりました。

一方、世界経済においては、景気は緩やかに回復しているものの、米国の経済・金融政策や新興国の経済動向

には不確実性があり、先行きは依然不透明な状況となっております。

化学業界におきましては、一部原料の需要の増加があったものの、資源国や新興国経済の減速懸念、米国の対

外政策の影響による為替・株式市場の変化等、依然として先行き不安定な状況が続いております。

このような状況のもと、当社は展示会出展やインターネット広告等の活用による新規顧客獲得及び継続的な改

善提案活動等による顧客満足度の向上を図り、取引拡大に取り組みました。さらに、品質向上及び生産能力増強

等のための投資を積極的に行うことで、プラントサービスの受注等の案件は堅調に推移したものの、一部大口顧

客からの受注が在庫調整により伸び悩みました。

以上の結果、当第２四半期累計期間における売上高は490,976千円となりました。利益面におきましては、営業

利益は84,624千円、経常利益は77,271千円、四半期純利益は54,103千円となりました。

なお、当社は精密蒸留事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

当社事業の売上区分別の業績は次のとおりであります。

（研究開発支援）

展示会出展等による新規取引先の開拓に注力したこと及び企業の活発な研究開発活動に支えられ、工業用材料

向け研究開発案件を中心として、研究開発支援売上高は、121,230千円となりました。

（受託加工）

営業活動を強化したことにより電子材料及び工業用材料関連等の案件が堅調に推移しておりますが、一部大口

顧客の在庫調整の影響等により、受託加工売上高は、334,485千円となりました。

　

（プラントサービス）

研究開発用途の案件の獲得により、プラントサービス売上高は、35,260千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産

当第２四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ635,625千円増加し、1,766,043千円となり

ました。

（流動資産）

当第２四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末に比べ590,513千円増加し、1,235,514千円となり

ました。主な要因は、現金及び預金が488,439千円及び売掛金が98,752千円増加したことによるものであります。

　

（固定資産）

当第２四半期会計期間末における固定資産は、前事業年度末に比べ45,111千円増加し、530,528千円となりまし

た。主な要因は、減価償却費の計上により、機械及び装置（純額）が25,253千円減少したものの、蒸留塔の移設

工事等により、建設仮勘定が62,286千円増加したことによるものであります。

　

②負債

当第２四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べ5,946千円減少し、204,068千円となりました。

（流動負債）

当第２四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末に比べ5,946千円減少し、204,068千円となりまし

た。主な要因は、買掛金が37,774千円増加したものの、未払法人税等が33,703千円減少及び消費税の納付等によ

り、その他が27,561千円減少したことによるものであります。

　

③純資産

当第２四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末に比べ641,572千円増加し、1,561,974千円とな

りました。主な要因は、四半期純利益の計上により、利益剰余金が30,682千円増加し、また、新規上場に伴う公

募増資等により、資本金及び資本準備金がそれぞれ305,444千円増加したことによるものであります。
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④キャッシュ・フローの状況

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ488,439千円増加

し、894,728千円となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度において営業活動により使用した資金は、41,169千円となりました。主な要因は、税引前四半期純

利益77,271千円及び減価償却費46,853千円を計上したものの、売上債権の増加額98,752千円及び法人税等の支払

額46,033千円によるものであります。

　

　 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度において投資活動により使用した資金は、46,918千円となりました。主な要因は、有形固定資産の

取得による支出43,308千円によるものであります。

　

　 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度において財務活動により得られた資金は、576,527千円となりました。主な要因は、株式の発行によ

る収入610,889千円及び配当金の支払額23,420千円によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明
本資料に記載されている業績予想につきましては、平成30年３月15日の「平成30年９月期第２四半期業績予想

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年９月30日)

当第２四半期会計期間
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 406,289 894,728

売掛金 80,356 179,108

商品及び製品 53,844 75,526

仕掛品 38,936 40,248

原材料及び貯蔵品 15,336 15,030

その他 50,236 30,871

流動資産合計 645,000 1,235,514

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 139,625 133,541

機械及び装置（純額） 230,158 204,904

土地 63,518 63,518

建設仮勘定 18,010 80,297

その他（純額） 24,515 39,559

有形固定資産合計 475,828 521,821

無形固定資産 3,149 2,650

投資その他の資産

投資その他の資産 12,059 11,676

貸倒引当金 △5,620 △5,620

投資その他の資産合計 6,439 6,056

固定資産合計 485,417 530,528

資産合計 1,130,417 1,766,043

負債の部

流動負債

買掛金 2,185 39,959

未払金 78,083 95,980

未払法人税等 46,034 12,331

賞与引当金 15,160 14,808

その他 68,551 40,990

流動負債合計 210,015 204,068

負債合計 210,015 204,068

純資産の部

株主資本

資本金 33,458 338,903

資本剰余金 － 305,444

利益剰余金 886,943 917,626

株主資本合計 920,402 1,561,974

純資産合計 920,402 1,561,974

負債純資産合計 1,130,417 1,766,043
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
当第２四半期累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高 490,976

売上原価 264,009

売上総利益 226,966

販売費及び一般管理費 142,342

営業利益 84,624

営業外収益

雑収入 332

営業外収益合計 332

営業外費用

株式交付費 4,013

固定資産除却損 3,650

その他 22

営業外費用合計 7,685

経常利益 77,271

税引前四半期純利益 77,271

法人税、住民税及び事業税 8,744

法人税等調整額 14,423

法人税等合計 23,168

四半期純利益 54,103
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
当第２四半期累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 77,271

減価償却費 46,853

株式交付費 4,013

固定資産除却損 3,650

売上債権の増減額（△は増加） △98,752

たな卸資産の増減額（△は増加） △22,687

仕入債務の増減額（△は減少） 37,774

未払金の増減額（△は減少） △24,255

未払消費税等の増減額（△は減少） △27,192

その他 8,189

小計 4,863

法人税等の支払額 △46,033

営業活動によるキャッシュ・フロー △41,169

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △43,308

有形固定資産の除却による支出 △3,610

投資活動によるキャッシュ・フロー △46,918

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 610,889

配当金の支払額 △23,420

株式公開費用による支出 △10,940

財務活動によるキャッシュ・フロー 576,527

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 488,439

現金及び現金同等物の期首残高 406,289

現金及び現金同等物の四半期末残高 894,728
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成29年10月５日に東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）市場に上場いたしました。株式上

場にあたり、平成29年10月４日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新

株発行270,000株により、資本金及び資本準備金がそれぞれ231,012千円増加しております。

また、平成29年11月６日を払込期日とする有償第三者割当増資（オーバーアロットメントによる売出しに関連

した第三者割当増資）による新株式発行79,500株により、資本金及び資本準備金がそれぞれ68,020千円増加して

おります。

この結果、当第２四半期会計期間末において、資本金が338,903千円、資本剰余金が305,444千円となっており

ます。
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